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[ 1 ] 微分を用いて，次の等式がすべての実数 x に対して成り立つことを示せ．

tan−1(sinhx) +
π

2
= 2 tan−1(ex)

[ 2 ] α1, . . . , αn は異なる実数であるとして，多項式 f(x) = (x−α1)(x−α2) · · · (x−αn)を考える．

定数 Ak (k = 1, . . . , n) を用いて， 1
f(x)

=
A1

x− α1
+ · · · +

An

x− αn
となるとき，Ak =

1
f 0(αk)

(k =

1, . . . , n)であることを示せ．f 0(αk) 6= 0 にも言及すること．
≥
まず 1 =

nP
k=1

Ak
f(x)−f(αk)

x−αk
を示せ．
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[ 3 ] 次の極限値を求めよ．
(1) lim

x→+0
(log x) log(1 + x) (2) lim

x→0
(1 + tanhx)1/x

[ 4 ] 次の不定積分を計算せよ．
(1)

Z
sin−1x dx (2)

Z
dx

3 + cos x
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[ 5 ] 次で定義される函数 f(x) を考える：

f(x) :=






1
2

x + x2 sin
1
x

(x 6= 0)

0 (x = 0)

(1) f(x) は x = 0 で微分可能であって，f 0(0) > 0 であることを示せ．
(2) δ > 0 がどんなに小さくても，f(x) は開区間 (−δ, δ) で単調増加にはならないことを示せ．


